
第9号様式(その1)(第7条関係)

液化石油ガス設備工事審査表

(バルク容器)　

設備設置先名称
　
審査年月日
年　　月　　日

設備所在地
　

工事事業者
　
審査者
氏名

貯蔵能力
kgバルク容器×　　本＝　　kg
500kg超1t未満1t以上3t未満

審査項目
規則該当条項
基準
判定




良
否

カップリング用液流出防止装置付き液取入バルブ
19―1―イ

バルク告示―6


・高圧ガス設備試験合格品又は大臣認定品であること

・カップリング用液流出防止装置が取り付けてあること
　
　

ガス放出防止器等付きガス取出バルブ
19―1―ロ

バルク告示―7


・高圧ガス設備試験合格品又は大臣認定品であること(調整器(2段減圧式分離型を除く)の内部・出口に設けるものを除く)
・ガス放出防止器又は緊急遮断装置が取り付けてあること

・ガス放出防止器の取付位置と開放流量以下での閉鎖が適切なこと

・地震等に伴う供給管の損傷防止措置は「LPガス設備設置基準及び取扱要領」KHK編による
　
　

ガス放出防止器、緊急遮断装置付き液取出バルブ
19―1―ハ

バルク告示―7


・高圧ガス設備試験合格品又は大臣認定品であること

・ガス放出防止器又は緊急遮断装置が取り付けてあること(液取出弁から供給しない場合を除く)
・ガス放出防止器等の取付位置は液取出弁の内部又は出口

・ガス放出防止器は、調整器の表示容量の3倍以下の流量で閉止
　
　

カップリング付き均圧バルブ
19―1―ニ

バルク告示―8


・均圧バルブを設ける場合には、カップリングが取り付けてあること

・高圧ガス設備試験合格品又は大臣認定品であること
　
　

液面計
19―1―ホ

バルク告示―4


・ガラス管液面計(合成樹脂を含む)でないこと

・ガスを放出して液面を測定するものを設置しないこと

・高圧ガス設備試験合格品又は大臣認定品であること

・電子式液面計は液石法施行規則関係基準(S0739)KHKH15.3による
　
　

過充てん防止装置
19―1―ヘ

バルク告示―5
・高圧ガス設備試験合格品又は大臣認定品であること
　
　

プロテクター
19―1―ト

バルク告示―9


・付属機器はプロテクター内に設置(液面計、過充てん防止装置は漏洩のおそれのない場合は除く)
・厚さ1.6mm以上のSS400と同等以上の材料

・開口部は附属機器等に使用される以外設けないこと
　
　

表示等
19―1―チ、リ


・周囲の見やすい箇所に表示

　液化石油ガス又はLPガス及び火気厳禁(以上朱書)並びに緊急時連絡先(認定保安機関と同じ場合は不要)
　
　

バルク容器の腐食防止装置
19―1―ヌ


・バルク容器(機器を含む)には、腐食防止措置を講ずること
　
　

スカート又はサドル
19―1―ル


・転落、転倒等を防止するため適切なスカート又はサドルを基礎に設置すること
　
　


